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Ⅰ．研究科・専攻の概要・目的 

大阪大学大学院基礎工学研究科は、「科学と技術の融合による科学技術の根本的な開発」を理念に昭和

３６年の学部発足に続いて昭和３９年に創設された。大学院重点化により幅広い学際領域の創出を目指して

「物理と化学の融合を特徴とする物質創成専攻」「機械科学の再編と生物工学の融合を特徴とする機能創成

専攻」「ハードウェアからアルゴリズムまでを一体化し文理融合も視野に入れることを特徴とするシステム創成

専攻」の３専攻に再編された。専任教員１８１名、兼任教員１３名の陣容で、博士前期課程（定員：１年次２０５

名、総数４１０名）および博士後期課程学生（定員：１年次７０名、総数２１０名、充足率７０％）に対して基礎科

学に根ざした先端学際領域の研究を行い、新しい科学・技術の発展を目指すとともに、専門性と学際性に富

み国際的に活躍しうる人材育成を目指している。 

物質創成専攻では、人類の未来を拓くために、新しい物質の創出に関する物理と化学を基礎とした理論お

よび実験の総合的な研究活動を通じて、新しい機能発現や未来物質の開発に挑戦できる人材の育成を目指

した教育を実践している。物性物理工学領域、機能物質化学領域、化学工学領域、未来物質領域の６９名

の専任教員と極限量子科学研究センター、太陽エネルギー化学研究センターなどの協力講座で１１名の兼

任教員が、博士前期課程（定員：１年次８７名、総数１７４名）および博士後期課程学生（定員：１年次３１名、

総数９３名、充足率７１％）に対して高度の大学院教育研究指導を行っている。さらに、学際的専門科目、企

業倫理や科学と社会との関連に関する科目（科学技術論や国内外の企業の研究者の講演会）、および研究

指導を担当する教員として、それぞれ非常勤講師１８名、企業などからの招聘教員１３名を適切に配置してい

る。 

 
Ⅱ．教育プログラムの概要と特色 

物質創成専攻では、基礎工学研究科の理念である「科学と技術の融合」により将来のナノサイエンス・ナノ

テクノロジーを先導する新物質を創成する高度な人材を養成することを目標に、国際性と学際性を意識して

未踏領域を切り開く先見性、構成力等の総合力の育成に取り組んでいる。これを、発展的に強化するため、

巨大な国際的共通研究教育基盤である「物質科学」を専攻する物質創成専攻ならではの特徴的教育戦略と

して海外研究室との大学院生の相互交換留学制度に基づいた、将来の物質創成を担う高度人材の育成の

ための大学院改革を進めた。具体的には以下の３つのプログラムを柱とする戦略的計画に基づいて環境整備

を行い、これを研究科内外の委員会等各種関連組織との協力で有機的に連携させることで、三位一体の高

度教育総合プログラム構築を目指して教育改革を推進した。 

 

１．継続的交換留学制度構築 

本専攻の博士前期および後期課程学生（毎年主としてＭＣ学生約１０名、ＤＣ学生約１０名）を３ヶ月程

度物質創成研究で世界を先導する海外研究室へ派遣し短期研究に従事させる。一方、海外からの留学

生（毎年１０名程度）を同程度の短期間専攻内研究室に受け入れ、短期研究に従事させるとともに英語科

目を提供し相互交換留学を行う。そのために相応の語学力を有する専任職員１名を雇用し、教員個別作

業に強度依存せずに交換留学を円滑かつ継続的に行うシステムを構築する。 
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組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会における評価 

 

【総合評価】 

 

■  目的は十分に達成された 

□  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的はあまり達成されていない 

 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

「継続的交換留学制度の構築に基づく人材育成」を主たる目的として本教育プログラムが

実施されており、各取組とも計画通り実施された結果、大学院生の国際学会等における発表

件数が飛躍的に増加するなど、「即効性があり、効果的」であるとの自己評価を裏付ける定量

的なデータが、明確に示されている。また、同時に、アンケート調査等の手段を用いて、本

プログラム実施の効果をきめ細かく調査、考察しており、全体として丁寧な検証が進められ

ている。 

情報公開については、国際セミナー、講演会、討論会の開催など、積極的に行われており、

成績の厳密化等いくつかの計画においては波及効果も得られている。 

 

 

（優れた点） 

継続的な交換留学制度を立ち上げ、国際化をテーマの中心に置き、自発的研究力啓発や基

礎教育環境整備を狙った本教育プログラムは、それぞれのポイントにおいて当初計画を十分

果たすと同時に、本プログラムで具体化された交換留学制度は、国際化に対して現実的に効

果をもたらす優れた方策であることが、客観的データから明確に示されている。 

 

 

 

 

（改善を要する点） 

交換留学制度をさらに発展させ、より国際化を深化させるため、教員の国際化を進めるこ

とや、海外からの優秀な大学院生の確保をより一層進めることが求められる。 
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